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インフルエンザ定点（小児科定点を含む） 

インフルエンザ：       １８件（前月比０．１、前年比９．０）でした。２月をピークとして連続して減少し、

前月比は０．１と著明に減少しています。前年比は９．０であり本年度は昨年より

も多い値で推移していますが、今後は例年通り終息していくと推測されます。 

 

 

小児科定点 

（全体傾向）         ２，９９６件（前月比０．８、前年比０．４）でした。ヘルパンギーナ９５３件（前月

比１．６、前年比０．７）と感染性胃腸炎 ９４０件（前月比０．６、前年比１．３）

が大きく占めています。 

前年比の減少は、手足口病７１件（前月比１．８、前年比０．０２ ※昨年は４，５

３９件）、ヘルパンギーナ９５３件（前月比１．６、前年比０．７）、流行性耳下腺

炎１５３件（前月比１．１、前年比０．４）、水痘１４２件（前月比０．７、前年比

０．６）の影響を受けています。咽頭結膜熱１０４件（前月比１．１、前年比１．６）、

Ａ群溶レン菌咽頭炎２１４件（前月比０．６、前年比１．３）は例年より多いようで

す。 

 

  

（疾患別傾向） 

１．ＲＳウイルス感染症：  １件（前月比０．５、前年比－）でした。４月から著明に減少し、以後は例年通りに

少ない値で推移しています。 

 

２．咽頭結膜熱：       １０４件（前月比１．１、前年比１．６）でした。前月比は大きな変化を認めません

が、前年比は１．６であり、例年よりは多い値で推移しているようです。菊池（９．

３）が特に多いようです。 

 

３．Ａ群溶レン菌咽頭炎：２１４件（前月比０．６、前年比１．３）でした。５月をピークとし、以後は連続

的に減少しています。例年よりは多い値で推移しているようです。  

 

４．感染性胃腸炎：    ９４０件（前月比０．６、前年比１．３）でした。１月をピークとして以後は連続

して減少しており、例年並みに推移しています。一定点当たりの患者報告数は、有

明（４６．２）、山鹿（３４．５）、菊池（２８．０）が特に多いようです。 

 

５．水  痘：     １４２件（前月比０．７、前年比０．６）でした。５月からは連続的に減少してお

り、例年通り夏期に少なくなっています。例年よりは少ない値で推移しているよう

です。  

 

６．手足口病：        ７１件（前月比１．８、前年比０．０２ ※昨年は４，５３９件）でした。昨年は大

きな流行を認め、７月をピークとしていました。本年度は、前月比は増加している

ものの、例年よりは著明に低い値で推移しており、大きなピークは認めていません。

一定点当たりの患者報告数は、菊池（５．８）、山鹿（５．０）が多いようです。 

 

７．伝染性紅斑：    １３件（前月比２．２、前年比０．３）でした。本年度は例年よりも低い値で推移し

ています。 

 

８．突発性発しん：   １６２件（前月比０．８、前年比０．８）でした。例年と大きな変わりはなく推移

しているようです。 



 

９．百 日 咳：    １件（前月比１．０、前年比１．０）と少ない値で推移しています。  

１０． ヘルパンギーナ： ９５３件（前月比１．６、前年比０．７）でした。５月から連続して増加しており、例

年通り夏期にピークを迎えそうです。昨年よりは低い値となっています。一定点当たり

の患者報告数は、菊池（４７．８）、天草（４３．８）が特に多いようです。 

 

１１．流行性耳下腺炎： １５３件（前月比１．１、前年比０．４）でした。本年度は例年より少ない値で推移

しているようです。一定点当たりの患者報告数は、天草（１４．５）が特に多いよ

うです。 

 

 

眼科定点 

１．急性出血性結膜炎：    報告数１件（前月比－、前年同月０．５）熊本からの報告です。 

 

２．流行性角結膜炎：     報告数８１件(前月比１．４、前年同月１．６)と増加しています。地域別では熊本６８件、菊池６

件、有明６件、天草１件の報告です。年齢別では２０～２９歳にピークがありますが、先月同

様、３歳を中心に幼児にも散発していますので今後も注意が必要です。 

 

ＳＴＤ定点  

１．性器クラミジア感染症：  報告数 ４２件（前月比 １.０、前年比 ０.８）で、前月比は同数で、前年比は減少していま

す。男女別は、男性１０件、女性３２件で、女性に多く見られます。年齢別は、男性は２０

～４４歳に見られ、女性は１５～３４歳に多く見られます。地域別は、熊本が３１件、次い

で御船、宇城各５件、有明１件でした。 

 

２．性器ヘルペスウイルス感染症： 

報告数 １１件（前月比 １.１、前年比 ０.７）で、前月比は増加し、前年比は減少してい

ます。男女別は、男性３件、女性８件で、女性に多く見られます。年齢別は、男性は３５

～５４歳、女性は２５～７０歳以上に見られます。地域別は、熊本が１０件、八代１件で

した。 

 

３．尖圭コンジローマ：     報告数 ８件（前月比 １.３、前年比 １.３）で、前月比、前年比ともに増加しています。男

女別は、男性２件、女性６件で、女性に多く見られます。年齢別は、男性は１５～１９歳

と４５～４９歳に各１件、女性は１５～３４歳に見られます。地域別は、熊本が５件、御

船、八代、宇城各１件でした。 

 

４．淋菌感染症：         報告数 ６件（前月比 １.０、前年比 ０.４）で、前月は同数で、前年比は減少しています。

男女別は、男性が５件、女性１件で、男性に多く見られます。年齢別は、男性は２５～４

９歳に、女性は２０～２４歳に見られます。地域別は、熊本が５件、宇城１件でした。 

  

 

基幹定点 

（週報分） 

１．細菌性髄膜炎：      ２件（前月比２．０、前年比－）の報告がありました。人吉１件、有明１件で、年齢は５～９

歳：１件、５５～５９歳：１件でした。 

 

２．無菌性髄膜炎：      ４件（前月比１．０、前年比１．３）の報告がありました。 

熊本４件で、年齢は１０～１４歳：１件、１５～１９歳：１件、２５～２９歳：１件、３５～３９歳：



１件でした。 
 

 

３．マイコプラズマ肺炎：   １４件（前月比１．２、前年比２．０）の報告がありました。熊本６件、阿蘇１件、人吉３件、

有明３件、天草１件で、年齢は０歳：１件、１～４歳：２件、５～９歳：６件、１０～１４歳：４

件、３０～３４歳：１件でした。 

 

４．クラミジア肺炎：     ２件（前月比－、前年比－）の報告がありました。熊本２件で、年齢は５～９歳：２件でし

た。 

 

 

（月報分） 

１．メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症：  

４６件の報告があり（前月比０．９、前年比０．８）ました。熊本地区から３５件

（７６．１％）、山鹿４件、阿蘇１件、八代２件、人吉１件、有明３件でした。年

齢は高齢者（７０歳以上）が多く３０件（６５．２％）認められます。また、０歳：

２件、１～４歳：２件、４０～４４歳：１件、５０～５４歳：２件、５５～５９歳：

２件、６０～６４歳：３件、６５～６９歳：４件でした。 
 
 

２．ペニシリン耐性肺炎球菌感染症：  

７件の報告があり（前月比－、前年比７．０）でした。熊本２件、八代１件、人吉１件、有

明３件で、年齢は０歳：１件、１～４歳：３件でした。 

 

３．薬剤耐性緑膿菌感染症： 報告はありませんでした。  

 

４．薬剤耐性アシネトバクター感染症： 

報告はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

届け出対象感染症 

１類感染症：          報告はありませんでした。  

２類感染症：          結核：２７件  

３類感染症：           腸管出血性大腸菌感染症：５件 

４類感染症：          日本紅斑熱：２件 

                  レジオネラ症：１件 

５類感染症（全数把握）：   クロイツフェルト・ヤコブ病：１件 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症：２件 

後天性免疫不全症候群：１件 

バンコマイシン耐性腸球菌感染症：１件 


